
－建築
  

22

鹿児島旧港北防波堤灯台
鹿児島市本港新町
設計：不詳

25

南州神社電燈一対
鹿児島市上竜尾町2-1

設計：不詳

26

旧重富島津家住宅米蔵
鹿児島市清水町31-8 

設計：不詳

27

磯工芸館
鹿児島市吉野町9688-24 

設計：隈元長栄　
用途：商業施設

28

異人館
（旧鹿児島紡績所技師館）
鹿児島市吉野町9685-15 

設計：不詳　
用途：文化施設

29

旧芹ヶ野島津家
金山鉱業事業所
鹿児島市吉野町9688-1 

設計：不詳　
用途：商業施設

31

旧鹿児島刑務所正門
鹿児島市永吉1-30-1

設計：山下啓次郎

33

イイテラス
鹿児島市荒田1-16-7 

設計：アトリエ環建築設計事
務所
用途：店舗・オフィス・集合住
宅

34

鹿児島大学稲盛会館
鹿児島市郡元1-21-40 

鹿児島大学工学部構内
設計：安藤忠雄　
用途：多目的ホール

35

鹿児島大学総合研究博物館
常設展示室
鹿児島市郡元1-21-30 

設計：文部省　
用途：博物館

36

ゼロのいえ
鹿児島市鴨池1-42-22

設計：高崎正治
用途：住居・アトリエ

  市外

－ギャラリー
  

64

ギャラリー Do-Ma 

姶良市加治木町仮屋町81 

tel.0995-55-7077 

  11：00 –18：00  

不定休（会期中無休）

－美術館・博物館

47

スターランドAIRA   

姶良市北山997-16 

tel.0995-68-0688 

月–金9：00 –16：30、土・
日13：00 – 21：00  

月・火曜日（祝日は開館）、
年末年始（12月29日 –1月3日）
H P

48

霧島アートの森   

姶良郡湧水町木場6340-

220 

tel.0995-74-5945 

 9：00 –17：00（入園は16：
30まで）

 7月20日– 8月31日の土・
日・祝は19：00まで（入園18：
30まで）、月曜日（祝日の場合は
翌日）、12月29日 –1月3日
H P

50

上野原縄文の森
霧島市国分上野原縄文の森
1-1 

tel.0995-48-5701 

 9：00 –17：00（入館は16：
30まで）  
月曜日（祝日の場合は翌日）

H P

52

せんだい宇宙館   

薩摩川内市永利町2133-6　　　
tel.0996-31-4477 

  10：00 – 21：00（入館は
20：30まで）  
月曜日（祝日の場合は翌日）

H P

53

薩摩伝承館   

指宿市東方12131- 4（指宿
白水館敷地内）
tel.0993-23-0211 

 8：30 –18：00  無休
H P

54

JAXA 種子島宇宙センター  

熊毛郡南種子町大字茎永字
麻津
tel.0997-26-2111 

 9：30 –16：30  

月曜日（月曜が祝日の場合は
火曜日、8月は第1・第５月曜のみ
休）、12月28日 –1月2日
※社員食堂11：30 –14：00 （休
業日：土日祝、打上げ日）
H P

55

田中一村記念美術館   

奄美市笠利町節田1834 

tel.0997-55-2635 

 9：00 –18：00（入館は17：
30まで）※7月– 8月は9：00 –

19：00、入館は18：30まで
第1・第3水曜日（祝日の場

合は翌日）
H P

－建築
  

49

霧島国際音楽ホール
（みやまコンセール）
霧島市牧園町高千穂3311-

29 

設計：槇総合計画事務所
用途：文化施設

H P

51

輝北天球館
鹿屋市輝北町市成1660-3 

設計：高崎正治　
用途：公共施設

H P

ギャラリスト紹介
稲葉麻里子さん
（鹿児島市立美術館　
学芸員） 

所蔵品の保管・研究や、展覧
会の企画・運営が主な仕事で
す。市立美術館には6300点
ほどの所蔵品があり、16世紀
室町時代のものも。作品を取
り扱う際、これからも未来へ
大切に受け継いでいかなけれ
ばと身が引き締まる思いです。
所蔵品の展示では、季節感を
意識し、さまざまなテーマで作
品を紹介します。大規模な特
別展では、国内外から作品を
借用し、幅広い分野や時代の
美術に触れられるように企画
します。「鹿児島で本物が見
られるなんて…」など、来場者
からの嬉しい反応が仕事の励
みになっています。
私が学芸員を目指したのは、
幼い頃から美術館が身近で
大好きな場所だったから。ひ
とりでも、誰かと一緒でも、ひ
とつの作品に会いに行ったり、
カフェでお茶をしたり、美術館
は色々な楽しみ方ができる空
間だと思います。市立美術館
は敷居が高く感じるというお
声も聞きますが、より開かれた
場所にしていきたいです。展覧
会だけでなく、美術講座や制
作体験などイベントも随時開
催していますので、ぜひお気軽
にお越しください。
（鹿児島市立美術館 17）

12

鹿児島市庁舎本館
鹿児島市山下町11-1 

設計：大蔵省営繕管財局工
務部
用途：庁舎

13

鹿児島県立博物館
鹿児島市城山町1-1 

設計：岩下松雄　
用途：博物館

14

旧鹿児島県立博物館
考古資料館
鹿児島市城山町1-5

設計：不詳　
用途：博物館

15

鹿児島県教育会館
鹿児島市山下町4-18 

設計：三上昇　
用途：事務所

16

鹿児島市中央公民館
（元鹿児島市公会堂）
鹿児島市山下町5-9 

設計：片岡安
用途：公共施設

20

旧鹿児島県庁舎正面門
鹿児島市山下町14-50

設計：不詳

21

県政記念館
（旧鹿児島県庁舎本館）
鹿児島市山下町14-50 

設計：曽禰中條建築事務所
用途：文化施設

67

日本ガス
鹿児島市中央町8-2

設計：渡辺節
用途：オフィス

68

BIGIビル
鹿児島市東千石町18-8

設計：安藤忠雄
用途：店舗

  その他市内

－ギャラリー
  

38

Mizuho Oshiro 

ギャラリー
鹿児島市紫原6-51-25

tel.099-813-5460 

  11：00 – 20：00  

水曜日
無料
 mizuhooshiro-gallery@

btvm.ne.jp
H P

39

壺中楽
鹿児島市吉野町2433-17 

tel.099-243-2555 

  11：00 –18：00  

日・月曜日、祝日（企画展中
は無休。電話で要問合せ）
無料

42

コーヒーギャラリー蒼  

鹿児島市中山町 918-5

tel.099-260-6106 

  11：00 –17：00  

月・火・水曜日
無料

58

Gallery Sage 

ギャラリーセージ
鹿児島市城西2丁目10-22　　
tel.099-210-5802 

  10：30 –17：30 ※日・祝は
17時まで  

木曜日（企画展期間以外は
水・木曜日）
無料

H P

－美術館・博物館

23

桜島ビジターセンター  

鹿児島市桜島横山町1722-

29 

tel.099-293-2443 

 9：00 –17：00  

無休
無料

H P

30

尚古集成館   

（2024年10月末まで休館）
鹿児島市吉野町9698-1 

tel.099-247-1511

 9：00 –17：00  

無休
一般1000円、小・中学生

500円（仙巌園と共通）
H P

32

長島美術館   

鹿児島市武 3-42-18 

tel.099-250-5400 

 9：00 –17：00（入館は16：
30まで）
火曜日（祝日の場合は翌平

日）
常設展：一般1,000円、

高・大学生800円、小・中学
生400円、シニア（65歳以上）
500円

 Nagashima-M@ngp.jp
H P

37

鹿児島市立科学館   

鹿児島市鴨池 2-31-18 　　　
tel.099-250-8511

 9：30 –18：00（入館は17：
30まで）  
火曜日（祝日の場合は、そ

の後の最初の平日）、12月29

日 –1月1日
大人400円、小人150円

宇宙劇場観覧料：大人500

円、小人200円
H P

41

中村晋也美術館
鹿児島市石谷町2366 

tel.099-246-7070 

  10：00 –17：00（入場は
16：30まで）
月曜日（祝日の場合は翌日）
一般500円、高校生200

円、小・中学生100円
H P

44

三宅美術館   

鹿児島市谷山中央1-4319-4

tel.099-266-0066 

  10：00 –16：30  

水曜日、年末年始、臨時休
館有り
一般（大学生を含む）500

円、高校生300円、小・中学
生200円、70歳以上100円

 mail@miyake-art.com
H P

45

児玉美術館  

鹿児島市下福元町8251-1 

tel.099-262-0050 

  10：00 –16：00  

月曜日（祝日の場合は翌日）
12月11日 –1月3日は館内整
理のため休館
一般500円、高・大学生

300円、小・中学生200円
 kodama-art-museum@

space.ocn.ne.jp
H P

46

平川動物公園
鹿児島市平川町5669-1 

tel.099-261-2326 

 9：00 –17：00（入園は16：
30まで）  

  12月29日 –1月1日
一般500円、小・中学生

100円
H P

－複合文化施設
  

40

しょうぶ学園
しょうぶ文化芸術支援セン
ターアムアの森
鹿児島市吉野町5066　　
tel.099-243-6639 

 info@shobu.jp
H P

本紙面に掲載しているイベン
トや施設についての開催・開
館状況など最新の情報は各
施設へご確認下さい。

開場時間
休み
入場料
カフェ
授乳室
多目的トイレ

H P ホームページ有り
   Instagram有り

 Twitter有り
 facebook有り

  鹿児島中央駅～市役所 

－ギャラリー
  

62

art space＆shop haru　　　
鹿児島市平之町9-31 

tel.099-295-3758

  10：30 –17：30  

不定休
無料
 haru-graphic.01@kfa.

biglobe.ne.jp
H P

65

山形屋画廊
鹿児島市金生町3-1

山形屋3号館3階
tel.099-227-6091

  10：00 –19：00

山形屋店休日に準ずる
無料

H P

66

gallery HINGE

鹿児島市加治屋町1-7山崎
ビル207（第二柿本寺ビル）

  11：00 –18：00

イベント開催時のみOPEN

無料
 gallery.hinge.kagoshi-

ma@gmail.com

69

さつまブランドギャラリー
鹿児島市新照院町41-1

SHIROYAMA HOTEL 

Kagoshima4F

tel.099-223-0411

 8：00 – 21：00

ホテルの休館日に準ずる
無料

H P

59

Shop&Gallery 

SOMETHING

鹿児島市東千石町11-14-2

サムシングビル2F 

tel.099-294-9755 

  11：00 –18：00  

無休  

無料
 info@g-something.com 

H P

63

ギャラリー白樺
鹿児島市泉町14-9 

tel.099-226-4518 

11：00 –18：00  

水曜日
無料
 shirakaba0203@yahoo.

co.jp
H P

70

zenzaiマージナルギャラリー
鹿児島市呉服町6-5 マルヤ
ガーデンズ7F
（蒲生茶廊zenzaiマルヤガーデ
ンズ店内）
tel. 099-248-9369

  11：00～20:00

マルヤガーデンズの休業日
に準ずる　
無料

H P

－美術館・博物館
  

9

陽山美術館
鹿児島市山下町8-3美術館
ビル5F

tel.099-239-5555 

  10：30 –13：00、14：30 

–16：00（入館は15：30まで）
土–月曜日、祝祭日、12月1

日 –2月末日、 8月13日 –15日
一般500円、高校生400

円、小・中学生300円
 info@musee-yozan.

or.jp
H P

17

鹿児島市立美術館
鹿児島市城山町4-36 

tel.099-224-3400 

 9：30 –18：00（入館は17：
30まで）  
月曜日（祝日の場合は翌平

日）、12月29日 –1月1日
一般300円、高・大学生

200円、小・中学生150円
H P

18   
かごしま近代文学館・
メルヘン館
鹿児島市城山町5-1   

tel.099-226-7771 

 9：30 –18：00（入館は17：
30まで）  
火曜日（祝日の場合は翌日）、

年末年始12月29日 –1月1日
各館：一般300円、小中学

生150円／共通：一般500

円、小中学生250円
 kinmeru@k-kb.or.jp

H P

19

鹿児島県歴史・
美術センター黎明館
鹿児島市城山町 7-2   

tel.099-222-5100 

 9：00 –18：00（入館は17：
30まで）
月曜日（国民の祝日の時は翌

日）毎月25日（土曜日・日曜日
のときは開館）12月31日、1月
1日、1月2日
一般400円、高大学生

250円、小中学生150円
H P

－複合文化施設
  

4

グッドネイバーズ　
鹿児島市住吉町7-1 

tel.099-295-6658 

11：00 –19：00  

火曜日、第2・第4水曜日
 info@good-neighbors.

info
H P

10

レトロフトチトセ（1F）
レトロフトMuseo（2F）
鹿児島市名山町2-1レトロフ
ト千歳ビル1F・2F

tel.099-223-5066

店舗により異なる
月曜日、第2・4日曜日（レト

ロフトチトセ）／不定休（レトロ
フトMuseo）
無料
 info@retroftmuseo.

com 
H P

－建築
  

2

鹿児島カテドラル・
ザビエル記念聖堂
鹿児島市照国町13-42 

設計：坂倉建築研究所
用途：宗教施設

3

マルヤガーデンズ
鹿児島市呉服町6-5 

設計：みかんぐみ
用途：商業施設

5

山形屋
鹿児島市金生町3-1 

設計：斎藤久孝　
用途：商業施設

7

鹿児島県産業会館
鹿児島市名山町9-1 

設計：内藤建築事務所
用途：事務所・会議室

8

南日本銀行本店
鹿児島市山下町1-1 

設計：三上昇　
用途：銀行

かごしま文化情報センター（KCIC）
〒892-0815 鹿児島市易居町1-2 鹿児島市役所みなと大通り別館1F
Tel. 099-248-8121  Fax. 099-248-8127
開所時間―10：00 –18：00　土曜・日曜・休日は休所
2023年3月発行

1│表紙のQRコードを端末で読み取り、
  かごしま文化情報センターのホームページへ。
2│最初の画面に出てきた、「▢ 番のピンへ移動」という
  コメントの、▢ をタッチして行きたい場所の番号を
  入力すると掲載スポットの地図・詳細が表示されます。

QRコードの読み取りで、すぐに道案内

K
ag

o
shim

a A
rt N

avi

か
ご
し
ま
ア
ー
ト
ナ
ビ

か
ご
し
ま
ア
ー
ト
ナ
ビ

K
ag

o
shim

a A
rt N

avi

か
ご
し
ま
ア
ー
ト
ナ
ビ

K
ag

o
shim

a A
rt N

avi
K

ag
o

shim
a A

rt N
avi

K
ag

o
shim

a A
rt N

avi
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鹿児島のなかでも、特に自然豊か
な大隅半島にある街·鹿屋。この
地に生まれ育ち、現在は東京を拠
点にアーティスト／アートディレク
ターとして、国内外で活躍している
YOSHIROTTEN（ヨシロットン）さ
ん。クリエイティブの原風景である
幼少期の思い出から作品に込めら
れたメッセージ、鹿児島の魅力に
ついても語っていただきました。

 

YOSHIROTTENが
できるまで

　僕が鹿児島にいた頃は、鹿屋は県
で２番目に大きな街にも関わらず、海
と山に囲まれ、自然が身近なところに
ありました。実家は、小学校の学区で
一番遠く、街中にある学校から歩いて
50分ほどかかる山のふもとにありまし
た。友達と一緒に帰ると最後はひとり
になるんです。山の入口から80m先
の自宅までは私道で、街灯さえありま
せんでした。寄り道をしたり、友達と
遊んだりして帰りが遅くなると、真っ暗
な道をひとりで歩かなくてはならない。
それがとても怖くて。目が暗闇にだん
だんと慣れてくると、少しずつ道が見
えてきて、暗いからこそ匂いや風に敏
感になる。感覚が研ぎ澄まされる貴重
な経験でしたし、いまも活かされてい
ると思います。子どもが真っ暗な夜道
を歩くことは、ほとんどないことですか
ら。鹿屋の街から見える空は綺麗で、
登下校時に空を見上げては、「すごい
なあ、地球って」「この緑の山がピンク

色だったら良いのに」と想像をふくらま
せるような子どもでした。帰宅すると、
ゲーム機で遊んだり、マンガを読んだ
りすることはほぼなく、自分なりにルー
ルを考えてゲームをつくって、ひとり遊
びをしていましたね。
　遊びの世界が変わったのは、中学
生の頃。パンクロックや洋楽など、音
楽に出合ってから。同時にファッショ
ンやデザインに興味をもち始めまし
た。雑誌を読んだり、ラジオを聴いた
り、友達のお兄ちゃんからCDを借り
るようになって。月に一度は、「テンパ
ーク（中央公園）」に行って、天文館で
古着を買っていました。鹿屋からは、
バスに乗って垂水港からフェリーに乗
り、それからまたバスを乗り継いで行
くんですが、その移動時間も楽しかっ
た思い出があります。当時よく通って
いたのは、テンパーク周辺の雑居ビ
ル。めちゃくちゃかっこいい古着屋や
スケートボード屋、雑貨屋が入ってい
て、ファッションやカルチャーに触れ
て“目覚めた”という感じですね。高校
生になってからは、DJも始めました。
当初はロックをかけていましたが、東
京でダンスミュージックを知り、ハウ
スやテクノ、エレクトロのパーティー
を主催するように。いまも音楽ユニッ
ト・YATTとして活動していて、音楽自
体は相方が、コンセプトを僕が考えて
一緒に曲づくりをしています。昨年末
にAmazon musicからリリースして、
今年もアルバムのリリース予定があり
ます。僕の展示には音楽も欠かせな
くて、空間に合わせた音楽表現を行
っています。
　グラフィックや映像、立体、空間、
音楽など、表現アプローチが多岐に
わたるため、この仕事のきっかけにつ
いてよく尋ねられるのですが、原点は

高校生のとき。当時スケートボードを
していて、音楽やファッションも好き
で、この３つには共通点がありました。
Tシャツやスケートボード、CDジャケ
ットのデザインも、一瞬でメッセージ
を伝えることができるグラフィックに
集約されるんです。「グラフィックデザ
イナーになれば、好きなこと全部が仕
事になるんだ。最高だ」と思い、高校
卒業後に上京してデザインの専門学
校へ入学。同時にレコード会社でイン
ターンをしながらデザインを始めまし
た。その後、デザイン会社にも勤務し
て５年ほど、デザイナー、アートディレ
クターとして働きました。その間も自
主イベントを開催していたので、自然
と音楽と関わっていましたし、会場の
空間デザインもおのずと手がけていま
した。振り返ってみると、やっているこ
とはずっと変わっていないんです。
 

「光」の先にあるもの

作品づくりのテーマは「光」。光があっ
て何かが初めて見えてくる。だからこ
そ、作品で使用する素材は光を視覚
化してくれるアルミやステンレスといっ
た反射素材だったり、透明なものだっ
たり。わくわくするものや、作品との意
味づけや関係性を鑑みて採用します。
光がなければ僕らが見えている世界
はないですし、作品を観てもらうこと
もできない。根源的に光とは何かを追
い求めていますね。
　2018年の個展『FUTURE NA-

TURE』のコンセプトは、光の現象で
した。普段見えている可視光線とは
異なる光が、宇宙にはまだたくさん存
在している。それらを通して見ると、い
ま見ている景色や物はまた違って見
えると思うんです。鑑賞者も「この世

界はこうだ」と決まったものではない
という意識をもってくれたら、もっとい
ろいろな可能性や問いなど、多くのも
のを生み出すきっかけになるのではな
いかと考えています。自身の作品は、
自然と、相反する人工物・デジタル・
SF要素の組み合わせだと評されるこ
とがあります。僕はこの世で一番最
強で、一番美しく、一番偉大なものは
自然で、自然に勝るものはないと考え
ています。では、人間の僕に何ができ
るか。色を変えてみようとか、オブジェ
を乗っけてみようとか、違う角度から
自然にスポットを当ててみる。シンプ
ルに自然がかっこいいと思っているの
で、人の手を介して架空の世界を創
り上げる。想像力を喚起することです
よね。それを観て美しいと感じてくれ
る人がいたら、これこそが僕ができる
アートの表現です。
 

拡張するデザイン
 

　僕はアーティスト活動を行う一方、
デザイン会社を経営していてアートデ
ィレクター、グラフィックデザイナーと
いう、ふたつの軸を行き来しています。
クライアントワークはアート表現とい
うより、デザインワークも含んだオー
ダー。デザインはアートと違って「答
え」があるもの。クライアントの要望に

120パーセント、200パーセントで応
えるのが仕事です。ただ、そこには自
分がアーティストとして作品づくりをし
てきた経験や知識を活かして新しい
ものをつくれないか、常にチャレンジ
して提案しています。現在さまざまな
ジャンルの企業や業界とコラボレーシ
ョンしていますが、これまでに特に印
象に残っているのは、二年前に霧島
で撮影したミュージックビデオ。本番
前にロケハンもして、ミュージシャンと
スタッフを連れてみんなで山を登って
…。けれど、冬に差しかかる時期でめ
ちゃくちゃ寒いし、噴火状況の関係で
迂回したり、天気が変わりやすかった
り、撮影もぶっつけ本番になって大変
でしたね。できあがった映像は良いも
のになりましたし、鹿児島の魅力を改
めて知りました。最近は、メディテーシ
ョンやメンタルヘルスケアに関わる案
件も増えています。想像力を高める仕
掛けづくりや、逆に、何もせず空っぽ
になるデジタルデトックスのきっかけ
づくりに携わることも。自分に合ってい
て楽しい仕事ですね。ゴールは感覚
的な側面もありつつ、科学的な裏付
けも行う。色彩が精神にどういった作
用を及ぼすのか、必要に応じて専門
家である大学教授から教えていただ
いたり、精神的な部分はカラーセラピ
ストから学んだりして、科学的な観点

から空間表現へと落とし込んでいく。
ただかっこいいとか気持ち良いという
だけでなくて、意味づけが必要なんで
す。技術進化によって、過去には作り
得なかった身体的な表現が可能にな
りました。先代のグラフィックデザイナ
ーたちの偉業を超えることは難しいか
もしれませんが、時代に合わせた表現
で挑戦し続けたいですね。
 

鹿児島の魅力を再発掘
 

　東京での暮らしが長くなるにつれ、
鹿児島は帰るたびに良い場所だと感
じています。20代はほとんど帰省して
いなくて、30代に入ってから年に１～
２回は帰るようになりました。それから
自然と関連するような仕事が増えて、
鹿児島がすごい場所だと強く思うよ
うに。先日、東京で生まれ育った若い
スタッフを連れて帰省したんです、彼
らがどう思うのかに興味があって。す
るとやっぱり感動しているんですよね。
自然が圧倒的で太陽との距離が近
い、と。僕自身も「未だにこんなものが
残っているんだ」と驚かされ、観光地
とはまた違った資源として残せないか
と考える機会になりました。霧島方面
には自宅に温泉があるとか、贅沢です
よね。鹿児島のおすすめスポットは、
絶景が見れる「ユクサおおすみ海の学
校」のあたり。ボーッとしながら夕日を
眺めてほしいですね。それから、最近
海外帰りの同年代が活躍している鹿
屋の街も。ホテルやレストラン、植物
園など、地元の素材を上手に活かし
ていてとても面白い。
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　今後は、美術館での初個展を鹿児
島で開催したいと思っています。これ
までいろいろな場所で個展を行って
きましたが、美術館で初めて開催す
るなら自分のルーツである鹿児島が
良い。あとは、鹿児島の産業とのコラ
ボレーションももっとやりたいですね。
特に僕がつくりたいのは宿泊ができる
メディテーション施設。観光資源がな
いと言われているような地域こそ、ま
だ見ぬ美しい自然や美味しい食べ物
があって、本当のラグジュアリーだと
興味をもっているんです。そこに、コロ
ナ禍での鑑賞経験をもとにした作品
を組み合わせたい。マスクをした状態
で展示を観たときに、たった１枚のフ
ィルターがあるだけで、匂いとか、空
気との触れ合いとか、これまでの感覚
とあまりにズレがあって。そこで、プラ
イベートな空間で、衣服さえ何もない
状態で作品に対峙したら、すごく感覚
に響くのではという仮説のもと、宿泊
型の作品を考えました。僕の作品は、
「新しい光を通して、自然を新たな
角度でみせていく」のですが、宿泊型
の作品ではあえて光のない夜から作
品に向き合ってもらい、夜が明けたら
実在する自然と作品に向き合ってもら
う。これを「SUN HOUSE」と呼んで
いるのですが、いろいろな場所で実行
していきたいです。あとは、公園もつく
ってみたいですね。遊びながらクリエ
イティブに触れた子どもたちが、どの
ように育っていくのか興味があります。
面白いことにお金を使える世の中にな
ったら良いなと思います。

YOSHIROTTEN

（アーティスト／アートディレクター）
1983年、鹿屋生まれ。高校卒業後、都内のデ
ザイン専門学校で学び、デザイン会社に就職。
2008年に独立し、2015年にクリエイティブス
タジオYARを設立。グラフィックのほか、映像、
立体、空間演出、インスタレーション、CG、音
楽など、幅広いジャンルの表現方法にて制作
を行い、ミュージシャンのアートワーク制作や
ファッションブランドの広告制作、店舗デザイ
ンなども手がける。
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